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Photocatalysts, such as titanium dioxide, have a strong tendency to crack when exposed to organic substances.  

Titanium dioxide is frequently applied in the process of deodorization.  We developed a deodorization device 

using a silica gel coated with titanium dioxide.  The device was confirmed to be effective as a deodorizer of the 

smell of ethanol and related odors.  The device can be used continuously and maintenance-free due to the 

photocatalytic reaction.  The device must be filled with over 100g of the photocatalyst silica gel.  We confirmed 

that the liquid deodorizer cyclodextrin (CD) in the atomization space could be decomposed.  
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1. 緒言 

光触媒は、ほぼ全ての有害有機化学物質を分解・無害化

することができるが、その反面、反応に時間がかかり、処

理量が少ない、光が当たらないと分解が起こらないという

欠点がある。この欠点の克服方法として、物理吸着剤に光

触媒を担持させる方法が挙げられる。この方法により、被

処理物質が吸着剤に吸着するため、光触媒の反応速度でも

十分に分解することができる。また、光が当たらない場合

にも被処理物質を物理吸着し、その後、光を当てることで

分解することが可能となる。従来この吸着剤として活性炭

が用いられていたが、活性炭は光を透過しないため光触媒

への光を遮ってしまい、反応が効率良く起こらないという
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欠点があった。そこで、透明で多孔質なシリカゲル表面に

二酸化チタンを被覆した光触媒が開発された。透明なシリ

カゲルを用いることで、光触媒への光を遮ることなく、効

率良く分解することが可能である[1,2,3]。 

本研究では、｢二酸化チタン担持シリカゲル｣の脱臭能力

に着目し、｢二酸化チタン担持シリカゲル｣を効果的に利用

した脱臭装置の開発を目的としている[4]。 

 

  

Fig. 1 インターネットによる匂い発信システム 

 

当研究室では、以前から「インターネットによる匂い発

信」に関する研究を行っている[5]。「インターネットによ

る匂い発信」とは、インターネットによる音楽や映像の配

信に加え、新たに匂いを配信するシステムを加えようとい

うものである。匂い発信の方法は、まず、匂い発生装置を

パソコンに接続し、その中にエタノールベースで作製した

様々な匂いを取りつける。そして、ホームページやメール

に匂い発生装置のプログラムを添付し、これを実行するこ

とで特定の匂いを発生させる。この発生させた匂いをその

ままにしておくと部屋に匂いがついたり、次に発生させる

匂いの妨げになったりする可能性があるため、脱臭装置が

必要となる( Fig. 1 )。 

また、光触媒を用いた脱臭装置を開発することで、生活

の中の匂いや家庭用生ごみ処理機から発生する匂いなど、

臭いを消すことが必要な様々な場面に応用することがで

きると考えられる。 

一方、家庭における消臭・脱臭方法として主流なものの

一つに、対象物に噴霧するタイプの液体消臭剤がある。こ

れを用いると短時間での脱臭が可能であり、中でもシクロ

デキストリン（以下 CD）を配合した液体消臭剤は、CD

の包接機能を利用して臭いの源である分子を CD 中に取り

込み、人が臭いを感じるのを防ぐ仕組みになっている。し

かし、臭いの分子を取り込んだ CD が噴霧空間等に残って

しまい、それを振り払ったり拭き取ったりなどの作業が必

要となるという欠点もある。そこで本研究では、その CD、

さらには臭いの分子そのものを分解することを目的とし

て、上述した二酸化チタン担持シリカゲルの脱臭装置を用

いた研究も行っている。 

この脱臭装置と CD の包接機能を組み合わせて用いるこ

とで、臭い分子自体の分解と短時間での脱臭という両方の

長所を兼ね備えた処理が可能となると考えられる。 

 

2. 実験装置 

(1) 脱臭装置 

本研究で作製した脱臭装置の構造を Fig. 2 に示す。らせ

ん状にしたパイレックスのガラス管の中心に、光触媒反応

に必要な 380nm 以下の波長を持つ UV ライト（東芝ライテ

ック、FL15BL）を配置し、ポンプ（テクノ高槻、SPP-3GA）

を内蔵したアクリル製のケースに入れ、ケース内にアルミ

ホイルを敷き詰めた。ガラス管内には、二酸化チタン担持

シリカゲル（新東 V セラックス、HQC21）を充填させた。

以下、二酸化チタン担持シリカゲルを「光触媒シリカゲル」

と呼称する。ガラス管を用いることで、被処理ガスの流れ

を一定にすることができ、全ての光触媒シリカゲルに対し

て均一に被処理ガスを接触させることができると考えら

れる。 

また、ガラス管を Fig.2 のようにらせん状にすることで、

光触媒シリカゲルの充填量を増やすことができる。さらに、

ガラス管の隙間から出た光がアルミホイルで反射するた

め、光源からの光を光触媒全体に効率良く当てることが可

能である。一般的に 315～400nm の波長の光が人体に及ぼ

す影響は、日焼けを起こす程度である[6]。従って、長時間

浴びない限り、光触媒用の光源は危険ではないと考えられ

るが、念のためにアクリル製のケースで全体を覆うことで、

光が漏れるのを防いだ。 
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Fig. 2 脱臭装置の構造 

 

(2) ガス濃度測定装置 1 

脱臭装置のガス吸着能力を測定するために、次のような

ガス濃度測定装置を作製した。ガス濃度測定装置 1 の概要

図を Fig. 3 に示す。BOX 1、BOX 2 には、ガステストボッ

クス（フィガロ技研、No.SR#3）を使用した。BOX 1 のふ

たの部分に、TGS ガスセンサ（日本フィルコン、TGS823）

と温度センサ（日本フィルコン、TM-104）をとりつけ、

データロガ（日本フィルコン、JJ.JOKER）に接続した。 

Fig. 3 ガス濃度測定装置 1 

 

BOX 2 には TGS ガスセンサのみをとりつけた（以後、

BOX 1 のセンサを sensor 1、BOX 2 のセンサを sensor 2 と

する）。それぞれのセンサの応答信号を電圧に変換し、30

秒ごとにデータをパソコンに記録し、BASIC/98 で組んだ

プログラムでディスプレイにグラフ表示するようにした。

また、BOX 1 と BOX 2 のふたに穴をあけ、Fig. 3 に示すよ

うに BOX 1、脱臭装置、BOX 2 をゴム管で接続した。 

110mm

20mm 

510m

このような組合せにすることで、BOX 1 と BOX 2 のガ

ス濃度の違いから脱臭装置のガス吸着性能を測定するこ

とができる。 

m 

 

(3) ガス濃度測定装置 2 

二酸化チタンによる光触媒反応を測定するために、次の

ようなガス濃度測定装置を作製した。ガス濃度測定装置 2

の概要図を Fig. 4 に示す。BOX 1 には、ガステストボック

スを使用した。BOX 1 のふたの部分に、TGS ガスセンサと

温度センサをとりつけ、データロガに接続した。センサの

応答信号を電圧に変換し、30 秒ごとにデータをパソコンに

記録し、BASIC/98 で組んだプログラムでディスプレイに

グラフ表示させた。また、Fig. 4 に示すように BOX 1、脱

臭装置をゴム管で接続した。 

このような組合せにすることで、装置内のガス濃度を連

続で測定できるため、光触媒によるガス濃度の減少を測定

することができる。 

 

 
Fig. 4 ガス濃度測定装置 2 

 

(4) ガス濃度測定装置 3 

アンモニア濃度と出力電圧の関係（検量線）を測定する

ために、次のようなガス濃度測定装置を作製した。ガス

濃度測定装置 3 の概要図を Fig. 5 に示す。BOX 1 に
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は、ガステストボックスを使用した。BOX 1 のふた

の部分に、TGS ガスセンサと温度センサをとりつけ、

データロガに接続した。センサの応答信号を電圧に

変換し、30 秒ごとにデータをパソコンに記録し、

BASIC/98 で組んだプログラムでディスプレイにグ

ラフ表示させた。 

このような組合せにすることで、BOX 1 内の純粋な臭気

濃度を連続的に測定することができる。 

 

 
Fig. 5 ガス濃度測定装置 3 

 

3. 実験 

(1) 光触媒シリカゲルによるエタノール吸着性能試験 

光触媒シリカゲルによるエタノールの吸着性能を試験

するために、ガス濃度測定装置 1 を用いて、以下のような

実験を行った。脱臭装置内には、光触媒シリカゲル約 178g

を充填した。電源、データロガ、パソコンをつけて、プロ

グラムを起動させた。ディスプレイ上に表示されるセンサ

信号の変化から、10 分間の安定な信号を確認した後、エタ

ノール 200mL の入ったビーカーを BOX 1 に入れ、ポンプ

を作動し、実験を開始した。sensor 2 のグラフの波形から、

光触媒シリカゲルの飽和吸着挙動を確認した。 

 

(2) 光触媒シリカゲルに吸着したエタノールの流出挙動

の測定 

光触媒シリカゲルに吸着したエタノールが、空気を流し

た場合どのような挙動をとるか調べるために以下のよう

な実験を行った。この実験においてもガス濃度測定装置 1

を用いた。脱臭装置内には、光触媒シリカゲル約 30g を充

填した。電源、データロガ、パソコンをつけて、プログラ

ムを起動させた。ディスプレイ上に表示されるセンサ信号

の変化から、10 分間の安定な信号を確認した後、エタノー

ル 50mL の入ったバイアル瓶を BOX 1 に入れ、ポンプを作

動し、実験を開始した。 

1.5 時間経過後、光触媒シリカゲルの飽和吸着を確認し、

ポンプを止め、BOX 1 からバイアル瓶を取り出した後、再

びポンプを作動し空気を装置内に流し、BOX 1 と BOX 2

のガス濃度を測定した。 

24 時間後、再びエタノール 50mL の入ったバイアル瓶を

BOX 1 に入れ、エタノール吸着性能を測定した。 

 

(3) 光触媒シリカゲルによる光分解性能の測定及び連続

使用試験 

光触媒シリカゲルによる吸着したエタノールの分解、お

よび吸着能力の回復を測定するために、ガス濃度測定装置

1、2 を用いて次のように実験を行った。また、脱臭装置内

には、光触媒シリカゲルを約 30g 充填した。 

まず、ガス濃度測定装置 1 を使用した。電源、データロ

ガ、パソコンをつけて、プログラムを起動させた。ディス

プレイ上に表示されるセンサ信号の変化から、10 分間の安

定な信号を確認した後、エタノール 50mL の入ったバイア

ル瓶を BOX 1 に入れポンプを作動し、実験を開始した。 

30 分経過後、エタノールを吸着させた脱臭装置をガス濃

度測定装置 2 に組み込み、吸着したエタノールを測定装置

内で循環させた。ポンプを作動し、紫外線照射し、BOX 1

のガス濃度を測定した。また、比較のために紫外線照射を

行わない場合についても同様の実験を行った。 

24 時間経過後、脱臭装置を再びガス濃度測定装置 1 に組

み込み、エタノール 50mL の入ったバイアル瓶を BOX 1

に入れ、エタノール吸着性能を測定した。また、この実験

方法で、同じ光触媒シリカゲルを用いて、エタノールの吸

着、分解、吸着を繰り返し行い、脱臭装置の連続使用の能

力についても検討した。 

 

(4) 光触媒シリカゲルの充填量の検討 

光触媒シリカゲルの最適な充填量を測定するため、ガス
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濃度測定装置 1 を用いて、以下のような実験を行った。脱

臭装置内には、光触媒シリカゲル 10、30、50、100、150、

300g と変化させて充填した。電源、データロガ、パソコン

をつけて、プログラムを起動させた。ディスプレイ上に表

示されるセンサ信号の変化から、10 分間の安定な信号を確

認した後、エタノール 5mL の入ったビーカーを BOX 1 に

入れ、ポンプを付け、UV ランプを照射した。それぞれ充

填量を変化させたときの 20 分時の分解状態を観察する。 

 

(5) アンモニアの気体濃度と出力電圧の測定 

エタノール以外の試料を用いて、脱臭装置の性能試験を

行うため、試料としてアンモニアを用い、ガス濃度測定装

置 3 を用いて、以下のような実験を行った。 

BOX 1 内を 200、300、400、500ppm になるように、試

料濃度を調節し、アンモニア濃度検知管（ガステック）で

測定した。また、それぞれの濃度での出力電圧（V）を測

定した。 

 

(6) アンモニアを用いた光触媒シリカゲルによる吸着・分

解性能の限界濃度の測定 

脱臭装置の脱臭性能を調べるために、脱臭することので

きる気体濃度の限界濃度を測定した。まず、0.2、0.3、0.4、

0.5、0.6、0.7%のアンモニア水溶液を作製した。電源、デ

ータロガ、パソコンをつけて、プログラムを起動させた。

ディスプレイ上に表示されるセンサ信号の変化から、10

分間の安定な信号を確認した後、アンモニア水溶液 10mL

の入ったビーカーを BOX 1 に入れ、約 10 分間放置し、気

体濃度を BOX 1 内で均一にさせた。センサ信号の変化か

ら気体濃度が一定になったことを確認したら、BOX 2 と脱

臭装置を取り付け、ガス濃度測定装置 1 とした。ポンプを

つけ、UVランプを照射し、30分間脱臭させ測定を行った。 

 

(7) 光触媒シリカゲルによる液体消臭剤の光分解性能の

測定 

シクロデキストリンは常温で粉末（固体）であり、ガス

成分としてガスセンサでとらえることが不可能であるた

め、代わりにシクロデキストリンを配合している液体消臭

剤（P&G ジャパン、ファブリーズ）を用いて以下のよう

な実験を行った。 

まず、液体消臭剤を希釈した試料を作製し、各濃度での

光波長 200nm における吸光度を測定した。 

ガス濃度測定装置 1 において、BOX 2 につないだゴム管

を外して 100mL の水に通し、新たな測定装置とした。脱

臭装置内には光触媒シリカゲルを約 200g 充填した。ポン

プを作動し、紫外線照射して、BOX 1 に液体消臭剤を６回

噴霧した。その際、できる限り脱臭装置に液体消臭剤が吸

い込まれるようにした。30 分経過後、排気を通した水の光

波長 200nm における吸光度を測定した。また、比較のた

めに紫外線照射を行わない場合についても同様の実験を

行った。 

 

4. 結果と考察 

(1) 光触媒シリカゲルによるエタノール吸着性能試験結

果 

光触媒シリカゲルによるエタノールの吸着性能試験結

果を Fig. 6 に示す。図からわかるように、実験開始ととも

にエタノールを入れたBOX 1のガス濃度が上昇し、約6.5V

で安定した。エタノール濃度をガス検知管で測定したとこ

ろ、約 2000ppm であった。 

 

Fig. 6  エタノール吸着性能試験の結果 

 

この結果は、BOX 1 内で発生するエタノールガスの量と、

BOX1から出て行くエタノールガスの量が平衡状態になっ

たことを意味する。BOX2 のガス濃度は BOX1 のガス濃度

が上昇しても変化せず、このことから BOX1 と BOX2 の間

にある脱臭装置がエタノールガスを吸着していることが
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わかった。また、実験開始から約 6 時間経過後、BOX 2 の

ガス濃度が上昇したところから、脱臭装置内のシリカゲル

が飽和吸着状態となり、BOX 1 からのエタノールガスが

BOX 2 に達したのではないかと考えられる。 

この実験を通して、ガス流量は 35.28L/h であった。光触

媒シリカゲルを 178.39g 充填したので、その 1g あたりの飽

和吸着量を計算すると、1.25g/g となった。 

 

(2) 光触媒シリカゲルに吸着したエタノールの流出挙動

の測定結果 

脱臭装置にエタノールガスを吸着させる過程のガス濃

度測定の結果を Fig. 7 に示す。この図から、(1)の実験結果

と同様の結果が得られたことが確認できたので、脱臭装置

がエタノールガスを吸着したことがわかる。 

 

Fig. 7  エタノール吸着挙動 

 

Fig. 8  エタノール流出挙動 

 

次に、エタノールガスを吸着した脱臭装置に空気を流し

た結果を Fig. 8 に示す。この図からわかるように、空気を

流すことで BOX 2 のガス濃度が変化したことから、脱臭

装置に吸着していたエタノールガスが流出したと考えら

れる。空気を流し、ガスが検出されなくなった後、エタノ

ール吸着性能試験を再び行った結果を Fig. 9 に示す。 

 

Fig. 9  エタノール流出後の吸着挙動 

 

Fig. 7 と Fig. 9 の吸着挙動が一致したことから、空気を

流すことで吸着能力が完全に回復したと考えられる。この

ことから、実験時の流量、約 2L/min では、一度吸着した

エタノールを流出させてしまう恐れがある。そのため、流

量を減少させエタノールが流出しないようにするか、密閉

した空間でエタノールガスを循環し、エタノールを完全に

分解する必要がある。しかし、実際に匂い発生装置から発

生させるエタノールガスの量は、実験中に発生させた量よ

りかなり少ないため、シリカゲルが吸着する量も少なくな

るので、それほど問題にならないものと考えられる。 

 

(3) 光触媒シリカゲルによる光分解性能の測定及び連続

使用試験結果 

脱臭装置にエタノールを吸着させる過程のガス濃度測

定結果を Fig. 10 に示す。この図から、脱臭装置へのエタ

ノールの吸着を確認した。図中の 2.5V は、ガス検知管で

測定した結果、約 285ppm であった。次に、エタノールを

吸着させた脱臭装置をガス濃度測定装置 2 に組み込み、吸

着したエタノールを測定装置内で循環させたときの実験

結果を Fig. 11 に示す。この結果からわかるように、紫外

線照射を行わない場合、光触媒が作用しないので装置内の

ガス濃度は一定に保たれたが、照射を行った場合、実験開

始から 10 時間経過後、ガス濃度がほぼ 0V まで減少した。

このことから、脱臭装置内の光触媒がエタノールを分解し

ていることが確認できた。また、実験開始直後に、ガス濃
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度が増加しているが、この原因として、ポンプを作動する

ことによってシリカゲルに吸着していたエタノールが流

出したことと、光触媒反応によってエタノールが中間生成

物に変化したことが考えられる。 

この実験結果より、光触媒シリカゲル 30g を充填した場

合の分解速度を計算すると、2.25×10-3g/min となった。 

 

 

Fig.10  エタノール吸着挙動 

 

Fig.11  紫外線照射の有無による装置内ガス濃度の変化 

 

Fig.12  エタノール吸着挙動 

 

Fig. 12 に、24 時間の光照射後に続けて行ったエタノー

ル吸着性能試験のガス濃度測定結果を示す。この図からわ

かるように、20 分経過後、BOX 2 のガス濃度が若干上昇

しているが、エタノールの分解前とほぼ同じ挙動を示した。

このことから、光触媒反応により、エタノールを分解した

後もシリカゲルの吸着がなされるということがわかった。

また、吸着、分解を繰り返し行った結果を Fig. 13 に示す。

6 回吸着を繰り返したが、吸着量はほぼ一定になったため、

この脱臭装置はメンテナンスフリーで繰り返し使用が可

能であるといえる。 
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Fig.13  光触媒シリカゲルの繰り返し吸着量 

 

 

Fig. 14 充填量 10g の結果 

 

(4) 光触媒シリカゲルの充填量の検討結果 

光触媒シリカゲルの充填量の検討結果を Fig. 14 から Fig. 
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19 に示す。エタノール濃度をガス検知管で測定したところ、

約 2000 ppm であった。また試験時間は約 1 時間ずつ行っ

た。 

Fig. 14 と Fig. 15 からわかるように、充填量 10g、30g で

は極端に少なかったため、BOX 1 に脱臭成分を入れた瞬間

に BOX 2 に流れ出てしまった。しかし、10g から 30g にた

った 20g 充填量を変化させるだけでも、脱臭量は微量では

あるが変化することがわかった。 

 

 

Fig. 17 充填量 100g の結果 

 

Fig. 15 充填量 30g の結果 

 

Fig. 18 充填量 150g の結果 

 

Fig. 16 充填量 50g の結果 

Fig. 19 充填量 300g の結果 
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Fig. 16 と Fig. 17 から、充填量を増加させていくことで、

螺旋状のパイレックス管に、密に光触媒シリカゲルが配置

されるので、脱臭成分を逃すことなく吸着することができ

ると考える。また、充填量を増加させることで脱臭成分が

より多くの光触媒シリカゲルによって吸着されるため、吸

着・分解時間が約 3 倍に延び、さらに脱臭量も大きく増加

していることがわかった。 

Fig. 18、 Fig. 19 より、Sensor 2 で臭気が検知されていな

いことがわかった。これは、充填量を増やすことで、充填

物によって吸着される量が増え、BOX 2 に臭気が流れ出な

いためである。 

また、充填物の管への充填方法も重要であり、管に満遍

なく充填物を広げるのではなく、充填物をガラス管に隙間

なく詰めることで、充填物の間から脱臭成分が通り抜けて

も、密になった充填物によって脱臭成分が吸着されると考

えられる。 

以上のことから、十分な充填量と充填物の充填方法が、

吸着・分解の効率を上げるとわかった。また、以上の実験

データから、20 分時の Sensor1 と Sensor2 の変化を分解値

とし、下記の Table 1 に示す。 

 

Table 1 シリカゲル充填量と一定時間での分解値の変化 

充填量 

（g） 

Sensor 1

（V） 

Sensor 2

（V） 

S1-S2 

（V) 

0 0.13 0.11 0.02 

10 2.94 3.86 -0.92 

30 2.77 3.54 -0.77 

50 7.00 3.25 3.75 

100 6.63 0.16 6.47 

150 6.45 0.11 6.34 

300 6.09 0.12 6.40 

 

S1-S2 がマイナスとなったものは、吸着・分解されるこ

となくSensor 2で臭気が検知されたということなので分解

値は０とした。これらの値から、20 分時の充填量と分解値

の変化を Fig.20 に示す。 

Fig. 20 から、10g～50g 以下では分解値が低すぎるため

脱臭装置として機能を果たさないことがわかる。しかし、

光触媒シリカゲルの充填量が 100g 以上では分解値が一定

であることから、充填量は 100g 以上必要であり、これが

脱臭装置としての機能を果たす基準値となる。 

 

 

Fig. 20 充填量と 20 分時の分解値の関係 

 

 

(5) アンモニアの気体濃度と出力電圧の測定結果 

アンモニアを脱臭成分として、アンモニアの気体濃度と

出力電圧（V）の変化を測定した。その結果を、Table 2 に

示す。 

 

Table 2 アンモニアの気体濃度と出力電圧の関係 

アンモニア濃度 

（%） 

気体濃度 

（ppm） 

出力電圧 

(V) 

0.0 0 0.12 

0.4 200 1.19 

0.5 300 1.49 

0.6 400 1.61 

0.7 500 1.70 

 

 

この表を図で示すと、Fig. 21 のようになった。図からわ

かるように、きれいな曲線を描いている。一般的に、検量

線は直線であることが多く、結果の信頼性は高くなるが、

曲線でも検量線として扱える。このことから、Fig. 21 も検

量線として用いることができるとわかった。 
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Table 4 気体濃度に換算した結果 

y = -8.108E-06x2 + 7.399E-03x

0

0.5

1

1.5

2

0 200 400 600
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出
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)

 

Fig. 21 アンモニア濃度と出力電圧の関係 

 

(6) アンモニアを用いた光触媒シリカゲルによる吸着・分

解性能の限界濃度の測定結果 

試料を設置してから 10 分後の Sensor 1 の最大出力電圧

（V）と 30 分後の Sensor 1 と Sensor 2 の出力電圧（V）の

変化を Table 3 に示す。また、この出力電圧（V）を Fig. 21

の式より、気体濃度を算出した。その結果を Table 4 に示

す。 

Table 3 最大出力電圧（V）と 30 分後の Sensor 1 と 

Sensor2 の出力電圧（V）の変化 

溶液濃度

（%） 

MAX 

sensor1 

（V） 

sensor１ 

（V） 

sensor2

（V） 

0.2 0.55 0.22 0.00 

0.3 1.02 0.30 0.05 

0.4 1.15 0.42 0.04 

0.5 1.27 0.25 0.00 

0.6 1.31 0.34 0.06 

0.7 1.52 0.33 0.00 

溶液濃度 

（%） 

MAX 

sensor1 

(ppm) 

sensor1 

(ppm) 

sensor2 

(ppm) 

0.2 119 16  

0.3 191 42  

0.4 213 61 

0.5 312 35 

0.6 341 49 

0.7 489 47 

10ppm 

以下 

 

Table 4 の結果からわかるように、30 分後の Sensor 1 の

値は最大気体濃度より低下しており、BOX 1 内に充満して

いた臭気は脱臭装置によって分解され、Sensor 2 では

10ppm 以下しか検知されなかった。このことから、100ppm

～500ppm まで脱臭可能であることがわかった。今後は

500ppm 以上の気体濃度の測定を検討する。 

 

(7) 光触媒シリカゲルによる液体消臭剤の光分解性能の

測定結果 

液体消臭剤の濃度と吸光度の関係を Fig. 22 に示す。 

 

 Fig. 22 液体消臭剤の濃度と吸光度の関係 

 気体濃度が 100ppm でも、人間の鼻で感知できるくらい

のアンモニア臭を発する。気体濃度が 500ppm くらいでは、

強いアンモニア臭を発するので、実際脱臭するには、困難

かと想定した。そこで、約 100ppm～500ppm で測定を行っ

た。 

データがほぼ直線状に並んだため、これを検量線として

用いることができるとわかった。 

液体消臭剤を脱臭装置に通したあとの吸光度を測定し

た結果と、Fig. 22 の検量線を用いて濃度を算出した結果を
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Table 5 に示す。 

 

Table 5 光照射の有無と吸光度の関係 

紫外線照射 
吸光度 

(Abs) 

濃度 

(%) 

なし 0.318 0.86 

あり 0.227 0.44 

 

液体消臭剤の 6 回の噴霧量は約 4mL であり、それがす

べて水に溶解したとすると濃度は約 4%となるはずである。

しかし紫外線照射しなかった場合の濃度は 0.86%と小さく

なった。これは、光触媒シリカゲルが液体消臭剤を吸着し

たためであると考えられる。また、紫外線照射をした場合

は濃度が少し減少した。液体消臭剤を噴霧した空間に置き

換えて考えると、脱臭装置に通したことで噴霧空間中の液

体消臭剤の濃度が減少したということになるため、光触媒

の分解作用が液体消臭剤に対しても働いたと考えられる。 

 

5. 結論 

本研究で開発した脱臭装置の性能試験の結果、次のよう

な結論が得られた。 

(1) エタノールガスを脱臭することは十分に可能であり、

エタノールに香料を混ぜた場合についても対応可能

であると考えられる。 

(2) 実用化するには、シリカゲルに吸着したエタノールが、

空気を流すことで流出するということを考慮する必

要がある。 

(3) 本装置は、光触媒反応により、メンテナンスフリーで

連続使用可能であると考えられる。 

(4) 光触媒シリカゲルの充填量は 100ｇ以上必要であり、

充填物を隙間なく詰める事で脱臭効率が上がると考え

られる。 

(5) アンモニアの気体濃度測定で得られた検量線の式から、

気体濃度を推定することが可能である。 

(6) アンモニアの気体濃度が約 100ppm～500ppm の場合は

脱臭可能であり、更に高い気体濃度でも、脱臭できる

と考えられる。 

(7) 液体消臭剤の検量線から濃度を推定することが可能で

ある。 

(8) 光触媒シリカゲルの分解作用により、噴霧空間中の液

体消臭剤濃度を減少したことにより CD が分解できて

いることを確認した。 
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